
   

『
日
韓
談
話
室
』
― 

崔
書
勉
先
生
を
囲
む
会
（
第
八
十
四
回
）
― 

の
ご
案
内 

  

謹
啓 

蒼
や
紫 
白
と
、
落
ち
着
い
た
配
色
な
が
ら
も
紫
陽
花
の
春
香
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

皆
様
方
に
於
か
れ
ま
し
て
は
ご
機
嫌
良
く
お
過
ご
し
の
事
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

扨
て 

第
八
十
四
回 
日
韓
談
話
室
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

八
十
四
回
目
の
談
話
室
に
お
き
ま
し
て
、
大
病
と
過
ご
さ
れ
る
崔
書
勉
先
生
の
ご
健
康
の 

状
態
に
つ
い
て
、
そ
し
て
過
去
・
現
在
・
そ
し
て
今
後
の
日
韓
関
係
に
つ
い
て
な
ど
、
広
く 

深
く
談
話
が
で
き
れ
ば
、
と
期
待
し
つ
つ 

ご
多
忙
の
中
と
は
存
じ
ま
す
が
皆
様
方
の 

ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

た
い
へ
ん
な
日
韓
関
係
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
談
話
を
す
る
機
会
を
活
か
せ
れ
ば
何
よ
り
で
す
。 

皆
様
で
作
り
上
げ
た
会
合
で
す
、
世
話
人
等
の
交
代
も
含
め
、
事
前
で
も
構
い
ま
せ
ん
、 

崔
先
生
へ
お
伺
い
し
た
い
こ
と
等
が
ご
ざ
い
ま
せ
ば
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば 

幸
い
に
存
じ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

敬
具 

 
 二

〇
十
九
年 

六
月 

吉
日 

 
 

 
 

『
日
韓
談
話
室
』 

 

代
表
世
話
人 

 

木 

内 

孝 

世
話
人 

 
 

渡 

井 

幹 

子 

事
務
局
長 

 

森 

松 

義 

喬 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
務
局 

 
 
三 

浦 

麻
美
子 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
務
局 
 

 
森 

松 

千 

喜 
 

 
 
 
 
 

記 
 

日 
 

時 
 

二
〇
一
九
年 

六
月
十
四
日 

(

金)  

十
八
時
よ
り
（
受
付
十
七
時
半
よ
り
） 

場 
 

所 
 

東
京
さ
ぬ
き
倶
楽
部 

三
階 

 
 

住
所 

東
京
都
港
区
三
田1

-1
1
-9
 

 
 

会 
 

費 
 

八
千
円
（
夕
食
費
込
） 

 

電
話 

0
3
 

― 
3
4
5
5
 

― 
5
5
5
1
 

 

御
出
欠
は 

た
い
へ
ん
恐
縮
な
が
ら
「
火
急
に
」、 

遅
く
と
も
六
月
十
三
日
日(

水)

正
午
ま
で
に 

左
記
へ
の
ご
連
絡
を 

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

  

●
第
八
十
四
回 

日
韓
談
話
室 

崔
書
勉
先
生
を
囲
む 

 

☐ 

参
加 

・ 

☐ 

不
参
加 

 
 

日
韓
談
話
室
事
務
局 

森
松
義
喬
ま
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メ
ー
ル 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

携
帯
電
話 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

フ
ァ
ッ
ク
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